
（別紙３）

～ 2025年　11月　19日

（対象者数） 20 （回答者数） 16

～ 2025年　11月　20日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

面談を行うことで、さらに家族支援を充実させていく

2

実際にやってみてから苦手なことや難しい点がでてくる

ので、その都度職員間で協議し、より良い療育が出来るよう

にしている

3

朝のカンファレンスで前日の情報を確実に申し送り

する

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 整理整頓を行い、活動するスペースを確保していく

2

・利用しやすくするために、個々に合わせた時間の調

整をする

・少ない利用日数でも楽しく通ってもらうため、療育

を更に充実させていく

3
理学療法士の出勤時に利用児さんの状態を話し、更に

密に情報共有を行っていく

活動するスペースが狭い こ上がりがあることでスペースが狭くなっている

送迎を行っていない 就学して放デイになると利用しづらくなる

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

が常駐していない

職員の募集を行っているが、入職者がいない

療育に力を入れている ・毎月テーマを決めて療育活動を行っている

・個々に合わせた遊び方を取り入れている

看護師・保育士・理学療法士等を配置

し、各職種が連携しながら情報共有し

ている

毎日朝夕にカンファレンスを行い、情報共有している

事業所の弱み（※）だと思われること 事業所として考えている課題の要因等

送迎時に保護者の方と常に話ができ、

コミュニケーションをとりやすい

就学に向けての関りや保護者の相談を聞いて、内容に

よっては院長(管理者）に相談している

○事業所名 重症児デイサービス　パッチワーク

○保護者評価実施期間 2025年　11月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年　11月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　12月　16日

事業所の強み（※）だと思われること 工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


